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舗装率

100.0%

98.5%

91.4%

93.2%

舗装延長

28.717km

30.255km

163.600km

222.572km

管理延長
（実延長） Ａｓ舗装

１級町道

２級町道

その他町道

計

31.184km

202.660km

262.792km

1.1　管理道路の現状

（１）　管理延長と舗装延長

※ Ａｓ舗装に簡易舗装を含む

未舗装

0.003km

0.456km

0.228km

0.473km

21.713km

22.414km

 舗装の個別施設計画

１　舗装の現状と課題

28.948km

17.347km

17.806km

Ｃｏ舗装
道路区分

※ R６．２．２４現在

28.948km

31.184km

202.660km

町道実延長比率

１級町道 ２級町道 その他町道

（総管理延長 ２６２．７９２㎞）

１級町道 １１．０％

２級町道 １１．９％

その他町道 ７７．１％
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　 道路橋梁予算のうち、舗装補修予算は年度によって増減はある
ものの、R1から増大している。

1.3　舗装の現状

　 舗装の現状把握は、平成25年度に「道路ストック総点検実施要
領（案） H25.2 国土交通省 道路局」に準拠し実施している。本調査
は苓北町が管理する町道 262.792㎞のうち、約218.1㎞を対象とし
て実施しており、損傷の著しい区間（ひび割れ率 40％以上、わだ
ち掘れ 40㎜以上）が約15.7㎞（調査箇所の7.2％）存在し、町道の
老朽化は進行しており、修繕が必要と判断される。

1.2　舗装修繕予算の現状

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

道路橋梁費 148,024 131,926 112,204 124,446 145,865

舗装補修予算 28,600 29,600 10,850 45,400 45,000

148,024

131,926

112,204
124,446

145,865

28,600 29,600

10,850

45,400 45,000

0
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80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

道路橋梁費（舗装補修予算）
千円

170.678km

31.647km

15.749km

舗装の損傷度

ひび割れ率 20％以下かつ
わだち掘れ 20㎜以下
ひび割れ率 40％未満かつ
わだち掘れ 40㎜未満
ひび割れ率 40％以上又は
わだち掘れ 40㎜以上

損傷度小 ７８．３％

損傷度中 １４．５％

損傷度大 ７．２％

－ 2 －



該当なし。

点検頻度

１年に１回  路面状況を把握

分類Ｄの道路 目視点検 巡回の機会を通じた路面状況把握

2.5　使用目標年数（分類Ｂの道路）

分類Ｃの道路

その他町道

ひび割れ率

４０％

わだち掘れ量

４０㎜

ＩＲＩ

８㎜／ｍ

２　舗装の維持管理の基本的な考え方

2.1　舗装管理の基本方針

　 舗装の個別施設計画の策定にあたっては、診断結果を踏まえた
適切な措置を行うことで、道路舗装の長寿命化や舗装の維持管理
費のライフサイクルコスト縮減を目指す。

2.2　管理道路の分類（グループ分け）

大型交通量、路線の重要度等を踏まえ分類。

分類Ｃの道路

分類Ｄの道路

2.4　点検方法・点検頻度

分　類 点検方法

分類 対象道路

１級町道、２級町道

2.3　管理基準

目視点検

－ 3 －



100.0%合　計 218.074km

割合（％）

170.678km

31.647km

15.749km

78.3%

14.5%

7.2%

要観察
区分Ⅱ（表層機能保持段階：損傷レベル中）

補修が必要
区分Ⅲ（補修段階：損傷レベル大）

区　分 延長（㎞）

現時点で補修の必要性なし

区分Ⅰ（健全：損傷レベル小）

0.100km

0.080km

0.070km

0.250km

2.138km

1.052km

0.778km

3.968km

172.916km

29.589km

15.569km

218.074km小計

小計

170.678km

28.457km

14.721km

213.856km

損傷度 小 損傷度 中 損傷度 大

0㎜～
20㎜以下

20㎜～40㎜ 40㎜以上ひび割れ

損傷度 小

損傷度 中

損傷度 大

わだち掘れ

20%～40%

40%以上

0%～
20%以下

３　計画期間

3.1　計画期間

　 当該個別施設計画の計画期間は、５年とする。

４　対策の優先順位

　 舗装の損傷状況、路線の重要性、交通量等を考慮し、舗装補修
の優先順位を決定する。

平成２５年度に点検した２１８．１㎞の診断結果は以下のとおり。

５　舗装の状態、対策内容、実施時期

5.1　診断結果

－ 4 －



R5

平均Ⅰ

表層打換 24,000
（Ⅲ）

R9⑰ Ｄ その他 西原向田
志岐字八ツ
万～内田字
中村

1,546.0ｍ

(うち

700m)

R5

平均Ⅰ

表層打換
Ｒ６～

45,000 施工中
（Ⅲ）

R11⑧ Ｄ 1級 上町城内尾越

富岡字權現
山～富岡字
中山

3,387.0ｍ

(うち

1,800m)

R5

平均Ⅰ

表層打換
Ｒ７～

10,000
（Ⅲ）

Ｒ８⑨ Ｄ 1級 浜の町
志岐字大田
尾～志岐字
町辻

1,330.5ｍ

(うち

270m)

R5

平均Ⅰ

表層打換
R９～

15,000
（Ⅲ）

R１０⑮ Ｄ その他 向路
坂瀬川字向
路～福田

988.4ｍ
(うち
400m)

R5

平均Ⅰ

表層打換
R９～

30,000
（Ⅲ）

R１０⑭ Ｄ その他 年柄大羅鶴尾

年柄字山ノ
迫～上松ノ
谷

4,576.2ｍ
(うち
1000m)

表層打換
R7～

■措置が必要な箇所一覧

5.2　対策内容と実施時期

備考番号 分類 等級 路線名 場　所

⑬ Ｄ その他 茶屋峠

① Ｃ 1級 春の迫1号

⑫ Ｄ その他 中野皿山

16,000

⑪ Ｃ 1級 古里小川内

H25

平均Ⅱ

(うち
（Ⅲ）

R８
500ｍ)

⑩ Ｄ その他 中山1号
富岡 字 權
現山 ～ 中
山

1,308.5ｍ

表層打換
R5～

30,000(うち
（Ⅲ）

R８
1,000ｍ)

その他 矢形平長尾

志岐 字 十
郎神樂～長
尾

3,579.3ｍ

H25

平均Ⅱ

都呂々 字
石出シ～下
ワクド石

1,144.3ｍ

H25

平均Ⅰ

表層打換
R４～

(うち
（Ⅲ）

R５
500ｍ)

② Ｄ その他 涼松1号

⑥ Ｄ

⑤ Ｄ その他 財の尾２号線

延長
点検

実施時期
診断
結果

措置内容
措置

実施時期

坂瀬川 字
鹿笛～黒染

4,156.2ｍ

H25

平均Ⅰ

表層打換
R８～

30,000(うち
（Ⅲ）

R１０
1000m)

富岡 字 城
内 ～ 水尻

2,314.8ｍ

H25

平均Ⅰ

表層打換
R1～

32,000(うち
（Ⅲ）

R7
1,030ｍ)

16,000

16,000

都呂々 字
古里 ～ 小
川内

235.9ｍ

H25

平均Ⅰ

表層打換
R８～

(うち
（Ⅲ）

R９(うち
（Ⅲ）

500ｍ)
16,000

34,000

内田 字 中
村 ～ 下皿
山

2,859.5ｍ

H25

平均Ⅰ

表層打換
R８～

R９
236ｍ)

志岐 字 八ツ
尾原～茶摘
田

Ｒ２

施工中

概算費用

（千円）

施工中

施工中

1,083.9ｍ

(うち

580m)
施工中

（Ⅲ）
R6

R5

平均Ⅰ

表層打換
R6～

17,000 施工中
（Ⅲ）

R7

(うち

150m)

⑦ Ｄ その他 下弥郎河内

年柄字下唐
津丸～下弥
郎河内

122.2ｍ

(うち

122ｍ)

6,000
（Ⅲ）

R9⑯ Ｄ その他 白木尾1号 志岐字樫山

253.3m Ｒ２

平均Ⅱ
路盤打換
表層打換

R5

平均Ⅰ

表層打換

377.9ｍ

③ Ｃ 2級 西川大尾
坂瀬川 字
西川 ～ 野
畑

上津深江 字
戝ノ和田

④ Ｃ 1級 釜1号線

R3～
14,565

10,834 措置済
（Ⅲ）

R４

平均Ⅱ
路盤再生
表層打換

R4～

措置済(うち
（Ⅲ）

R4
550ｍ)

2,850.4ｍ

H25

平均Ⅰ

表層打換

－ 5 －


